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飯田市川路地区は、飯田市街地の南に位置し、名勝天竜峡に起因する肥沃な土地に恵まれた地域で

あります。この肥沃な土地を利用し、私たちの祖先は生活を営み、その痕跡が遺跡として現代に残さ

れてきています。これらは私達の地域社会や文化を形作ってきた様々な証であり、できるかぎり現状

のままで後世に伝えていくことが私達の責務でありましょう。

川路地区は、三遠南信道の計画を始め道路整備や住宅化が進みつつありますが、常に天竜川と向き

合い、その恩恵に浴しながら、一方で川との長い闘いの歴史を持つ地域であります。今次調査の要因

となった治水対策事業も、水害対策として低地を埋め立て、安心して暮らせる土地にしようとするこ

とが目的です。しかし、埋め立てることにより私達の祖先の暮らした痕跡が地中深くに眠ってしまう

ことになり、その確認がほぼ不可能になってしまいます。このため関係各機関と協議の結果、工事実

施に先立って発掘調査を行って、記録保存を図ることとなりました。

調査結果については本文に述べてあるとおりですが、今回の調査では、削られてなくなってしまっ

た古墳の様相や、久保田 1号古墳が二重の周溝を持つ古墳であること、古墳を作るためにその周囲の

住民が移動したこと等、多くのことがわかりました。調査で得られました様々な知見は、これからの

地域の歴史を知っていく上で貴重な資料になると確信しています。

最後になりましたが、調査の実施に当たり文化財保護の本旨に多大なご理解とご協力をいただいた

近隣地域の方々をはじめ、調査に関係されたすべての皆様方に深く感謝を申し上げます。

平成14年 3月

飯田市教育委員会

教育長 冨 田 泰 啓



例 言

1。 本報告書は天竜川治水対策事業 (川路地区)に伴い実施された、飯田市川路地区所在の埋蔵文化

財包蔵 地久保田遺跡 。久保田 1号古墳・餃魔王塚古墳の緊急発掘報告書である。平成13年度に「そ

の 1集落編」を刊行し、平成14年度に「その 2古墳編」を刊行予定しており、 2分冊となる。

2.発掘調査は飯田市治水対策部からの委託を受け、飯田市教育委員会が実施 した。

3.調査は平成10年度及び11年度に現地調査を、11～ 13年度に整理作業を、13年度に報告書作成作業

を行った。各担当者は以下の通り。

平成10年度発掘調査担当   山下 誠一   西山 克己

平成11年度発掘調査担当   澁谷恵美子   佐々木嘉和  吉川 金利

遺物 。図面整理担当     澁谷恵美子

遺構写真          各現場担当者

空中写真          榊ジャステック

遺物写真          西大寺フォト 杉山和樹氏

4。 発掘調査及び整理作業と報告書記載では、遺跡略号及び遺構番号を大幅に変更している。詳細は

13.「調査及び報告書記載の方法」にある。遺構は以下の記号を用いた。

竪穴住居址 :SB 掘立柱建物址柱 :ST 方形 (円形)周溝墓 :SM 溝址 :SD

土墳 。抗 :SK 集石 :SI

5。 発掘調査位置は国土基本図の区画M C04-102に位置し (社団法人日本測量協会 1969 「国

土基本図図式 同適用規定」 参照)、 グリッド設定は飯田市埋蔵文化財基準メッシュ図に基づ

いて腑ジャステックに委託した。

6.本書の記載については遺構の順とし、遺構図・遺物図 。写真は本文末に一括した。

7.表中の遺物記述に於いて、古墳時代以降の土器で器種のみのものは土師器を示す。

8.土層観察は発掘調査担当者の現地での所感を尊重し、敢えて統一を図らなかった。表現法は小山

正忠 。竹原秀男 1996 『新版標準土色帖』による。

9。 遺物実測図の縮尺については、下記のとおりである。

土器 :1/4 土製品 :1/2 石器 :1/3・ 1/1 木器 :1/301/6

10。 本書は各担当者の所感に基づき、吉川金利が編集し、小林正春が総括した。

11.本書に関する出土品及び諸記録は飯田市教育委員会が管理 し、飯田市考古資料館及び飯田市上郷

考古博物館で保管 している。
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I 調査の経過

1。 調査に至るまでの経過

飯田市川路地区は伊那盆地の最南端、天竜川左岸に位置 し、下流には名勝「天竜峡」が所在する。 し

かし、天竜川によって形成された峡谷部は、時として上流の天竜川氾濫原 。低位段丘面に洪水をひきお

こし、川路・龍江・竜丘地区に甚大な被害をもたらしてきた。殊に昭和36年 の災害 (三六災)は、川路

地区の中心部が水没する大災害となった。こうした点から天竜川の治水対策が大きな課題となっていた

のである。

そこで川路 0龍江・竜丘地区において、昭和36年の水害の被害状況を勘案 し、「天竜川治水対策事業」

を行うこととなった。この事業は昭和36年 の災害時に浸水 した高さまで盛土を実施するものであるが、

盛土対象地および盛土採取地には多 くの埋蔵文化財包蔵地が存在する。このため、昭和61年 10月 16日 、

その保護について長野県教育委員会文化課・ 飯田市治水対策部 。飯田市教育委員会の三者による最初の

保護協議が実施され、以後数回にわたる協議を経て、平成 4年度に龍江地区において事業地内の遺跡の

状況を把握するための試掘調査が行われた。

その後平成 5年 3月 9日 に行われた保護協議時の指導及び同年 5月 6日 付文化庁の指導を受け、平成

5年 5月 19日 付 5教文第 7-21号による県教育委員会からの回答で、同事業に関わる埋蔵文化財の保護

について下記の原則が示された。

○ 原則としては試掘調査により把握された遺構確認面及び遺構包含層から2mを越える盛土の範囲

は発掘調査を行い記録保存を図る。

0 2m以 下の盛土の範囲については トレンチによる確認調査を実施 し、遺跡の状況を把握 し、地下

遺構の保存を講ずると共に、その判断された内容を記録保存 し、後世に伝える。

これに基づき、まず天竜川左岸の龍江地区から発掘調査及び試掘調査が行われることとなり、平成 5

年12月 15日 から平成 7年 9月 11日 まで龍江城遺跡・龍江阿高遺跡・ 田中下遺跡 0細新遺跡の 4遺跡の発

掘調査が実施された。

天竜川右岸の川路地区は平成 7年 10月 に治水対策部と飯田市教育委員会との間で協議が行われ、翌年

1月 より島・金山・久保田・留々女・殿村・井戸下の 6遺跡で試掘調査が実施された。これらの試掘結

果に基づき各遺跡の調査を行う事となった。
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2.調査の経過

久保田遺跡及び久保田 1号古墳 。餃魔王塚古墳の現地調査は平成 9年度から平成11年度まで 3ヶ 年に

亘って行われた。

平成 9年 12月 11。 12日 に重機により久保田 1号古墳北側の調査対象地区にトレンチを設定し、遺跡の

状況を確認した。北側の一部を除き全面的に遺構・遺物が確認され、調査区範囲を設定した。引き続き

重機によって表土剥ぎを行い、12月 22日 には作業員による作業を開始した。調査区北側は道路用地とな

り、工事日程の都合から先行して調査が行われ、平成10年 2月 5日 に空中写真撮影を行い終了した。

5月 11日 より5月 21日 まで調査区南側の重機による表土剥ぎを行った。調査区以南についてはトレン

チ調査を行ったが、湿地であり遺構・遺物が確認されなかったため、 トレンチ位置の測量を委託し、終

了した。 7月 1日 より久保田 1号古墳北側を重機により表土剥ぎを行い、 7月 5日 から作業員による久

保田 1号古墳周溝、その他の遺構の検出作業を行うのと並行し、同月15日 に基準点測量を委託した。現

場の一部が冠水したため、 8月 31日 から9月 4日 まで重機にて排水作業を行った。 9月 14日 に久保田 1

号古墳北側 。南側の空中写真撮影を委託した。同月18日 に榊パリノ。サーヴェイに久保田 1号古墳周溝 。

調査区南の湿地 。久保田 1号古墳周溝内出土甕内の土壌サンプル採取を委託し、分析を依頼した。同月

9日 に再度、久保田 1号古墳北側 0南側の空中写真撮影、久保田 1号古墳南側の調査区は更に11月 5日 に

空中撮影を委託し、同月9日 に現地での調査を終了した。

久保田 1号古墳に関しては、平成10年 3月 13日 に墳丘地形測量を委託した。以後、久保田遺跡の調査

と周溝の調査を並行して行い、10月 12日 に正面葺石の実測を委託、同月23日 には重機にて東側周溝の ト

レンチ調査を行った。平成11年 1月 18日 より南側周溝の調査を開始し、 2月 23日 に空中撮影を委託、現

地での作業を終了した。

談魔王塚古墳は煙滅古墳と考えられていたが調査の結果、墳丘 。周溝を検出した。よって平成10年 2

月18日 に調査を開始した。測量に関しては 3月 4日 に写真実測を行った。 4月 23日 。5月 1日 に空中写

真撮影を行い、 5月 15日 に調査を終了した。

11年度は久保田 1号古墳北側の道路部分の調査を行った。当初、古墳東側の倉庫は平成13年度に移転

する予定であったが、移転先が決定し、H年度に調査することになった。 7月 12日 より重機にて表土剥

ぎを行い、同月22日 より作業員による久保田 1号古墳周溝、その他の遺構の検出作業を開始した。23日

には拡張部の基準点測量を委託した。基準点については調査進行とともに設定し直し、この後11月 24日・

12月 6日 。平成12年 2月 14日 。同月18日 に基準点測量を委託している。また、調査区北側には表土が盛

ってあり、調査が不可能であったが関係機関との調整により、前年度調査部分まで重機にて拡張するこ

とができた。12月 10日 。平成12年 1月 26日 には久保田 1号古墳周溝転落石の状況の空中写真撮影を委託、

2月 28日 に久保田 1号古墳北側周溝の空中写真撮影を委託し、同月29日 に現地での調査を終了した。

調査期間中、平成10年 2月 28日 04月 25日 。10月 3日 に現地での見学会を行い、平成■年 2月 24日 か

ら26日 まで現地自由見学を行った。

整理作業は平成11年～13年度に行い、平成13年度に報告書刊行となった。また、木製品については平

成10年10月 1日 に、吉田生物研究所に保存処理を依頼した。
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3. 調査及び報告書記載の方法

報告書刊行にあたり、例言にも前述したように発掘調査時の遺構番号等をかなり変更する必要性が生

じたため、以下記すこととする。

平成10年度調査発掘調査時にM C04 3-30 AAグ リッドライン付近以北を久保田遺跡談魔地籍 (K

BE)と し、さらに地番を付した。以南を久保田遺跡久保田地籍 (KBT)と して、談魔地籍と同様、

地番を付し調査した。平成11年度調査区は前例にならい餃魔地籍として調査した。遺構番号も地籍毎付

けたため、同遺構に複数の番号があるという状況であった。よって整理作業時に於いて、矛盾と混乱を

呈してしまった。本遺跡は、両方に更に広がっており、今後において調査する場合も、小範囲で遺構番

号を付すことが大混乱を招くことは必定である。また、本遺跡は、地形的な連続性があり、敢えて地籍

に分割する必要性は全く感じられないため、本報告書に於いては地籍に分割せず、遺構番号も連番で記

載し、遺跡略号もKBTに統一することとした。なお談魔王塚古墳・久保田 1号古墳については略号を

それぞれEMOKoKBTlKと し、各古墳の周溝名については、「集落編」に於いては仮称とし、「古

墳編」での名称を最終決定とする。

遺構番号対照表

変 更 前 変 更 後 備 考

K B E943-l      S B01 KBT S B01

K B E946-3    S B02 KBT S B02
K B E946-3    S B03 欠番

K B E946-3    S B04 KBT S B04

K B E946-3    S B05 KBT S B05
K B E946-3    S B06 KBT S B06

K B E946-3    S B07 KBT S B07
K B E946-3    S B08 KBT S B08
K B E946-3    S B09 KBT S B09
K B E946-3    S B10 KBT S B10

K B E943-1 ・ 946-3 S Bll KBT S Bll

K B E943-l    S B12 KBT S B12
K B E943-l    S B13 KBT S B13

K B E943-l    S B14 KBT S K16

K B E948       S B15 KBT S B15
K B E943-l      S B16 KBT S B16

K B E955      S B17 KBT S B17
K B E955       S B18 KBT S B18
K B E955       S B19 KBT S B19
K B E955       S B20 KBT S B20
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変 更 前 変 更 後 備  考

K B E955     S B21 KBT S B21
K B E955     S B22 欠番

K B E953-3   S B23 KBT S B23

K B E946-3   S T01 KBT S T01

K B E946-3   S T02 KBT S T02
K B E946-3   S T03 KBT S T03
K B E946-3   S T04 KBT S T04
K B E943-l     S T05 K BT S T05

K B E955     S T06 KBT S T06
K B T891     S T01 KBT S T07
K B E946-2   S M01 KBT S N101

K B E948     S M02 K BT S M02

K B E946-1。 955 S M03 KBT S Ⅳ103

K B E943-10955。 946-20946-3 S D01 KBT S D01
K B E946-1 ・ 946-2 S D02 KBT S D02
K B E943-2・ 946-20946-3   S D03 KBT S D03

K B E946-3   S D04 KBT S D04
K B E943-l   S D05 仮 称 餃 魔 王 塚 古 墳 周 溝 2

(以下 、 仮 称 略 )

K B E943-l   S D06 KBT S D06
K B E943-l   S D07 KBT S D07
K B E943-l   S D08 KBT S D08
K B E946-2   S D09 欠番

K B E946-2   S D10 欠番
S MO輌東溝 。 S M02 (03か )Jヒ西溝を
当初 S D10と したので欠番

K B E946-2   S Dll KBT S Tll

K B E955     S D12 仮 称 久 保 田 1号古 墳 周 溝 2

(以下 、 仮 称 略 ) 旧K B E955S D13と 同一

K B E955     S D13 仮称久保田1号古墳周溝 2 旧K B E955S D12と 同一

K B E955     S D14 仮称久保田 1号古墳周溝 4

K B E955。 953-3 S D15 仮称久保田 1号古墳周溝 3 旧K B T891・ 895-l S D02と 同一

K B E955     S D16 仮称久保田 1号古墳周溝 1

K B E955     S D17 KBT S D17
K B E955     S D18 KBT S D18

K B E955     S D19 KBT S D19
K B T891     S D01 仮称久保田1号古墳周溝 4

K B T8910895-l S D02 仮称久保田 1号古墳周溝 1 旧K B E955。 953-3 S D15と 同一

K B T891     S D03 KBT S D20
K B T891     S D04 KBT S D21

K B T891     S D05 KBT S D22
K B T891     S D06 KBT S D23
K B T891     S D07 KBT S D24

K B T891     S D08 KBT S D25
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変 更 前 変 更 後 備  考

K B E943-6   S K01 KBT S K01
K B E943-6   S K02 KBT S K02

K B E946-3   S K03 KBT S K03
K B E946-3   S K04 KBT S K04
K B E946-3   S K05 KBT S K05
K B E943-l   S K06 KBT S K06
K B E943-l   S K07 KBT S K07
K B E943-l    S K08 KBT S K08
K B E955     S K09 KBT S K09
K B E955     S K10 KBT S K10
K B E955     S Kll KBT S Kll
K B E943-l   S K12 KBT S K12
K B E943-l   S K13 KBT S K13
K B E943-l   S K14 KBT S K14
K B E943-l   S K15 KBT S K15

K B T891     S K01 KBT S K17

K B T891     S K02 KBT S K18
K B T891     S K03 KBT S K19
K B T891     S K04 KBT S K20
K B T891     S K05 K BT S K21
K B T891     S K06 KBT S K22
K B T891     S K07 KBT S K23

K B T891     S K08 KBT S K24
K B T891     S K09 KBT´ S K25

K B T891     S K10 KBT S K26
K B T891    S Kll KBT S K27
K B T891     S K12 KBT S K28
K B T891     S K13 KBT S K29
K B T891     S K14 KBT S K30
K B T891     S K15 KBT S K31
K B T891    S K16 KBT S K32
K B T891     S K17 KBT S K33
K B T891     S K18 KBT S K34

K B E955     S 101 KBT S 101
K B E891     S 102 KBT S 102
K B E891     S 103 KBT S 103
K B E891     S 104 KBT S 104
K B T891     S 101 KBT S 105
K B E891     S X01 肖J除

K B E953-3   S X02 久保田1号古墳周溝3に包括

K B E953-3   S X03 久保田1号古墳周溝3に包括

K B E943-l   S X04 肖J除

K B T891     S X01 S D25に包括
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4.調査組織

(1)調査団

調査主体者

調 査 員

作 業 員

飯田市教育委員会 教育長

教育長

佐々木嘉和  吉川 豊

西山 克己 (平成10年度)

澁谷恵美子 (平成11年度～)

福澤 好晃 (～平成12年度)

新井 幸子  新井ゆり子

伊藤 孝人  伊東 裕子

金井 照子  唐沢古千代

吉地 武虎  木下 貞子

木下 力弥  木下 玲子

小平まなみ  小林 定雄

榊原 政夫  榊山 修三

佐々木美千枝 佐藤知代子

清水 恒子  下田芙美子

高木 純子  高橋 恭子

竹村 定満  竹本 常子

塚原 次郎  筒井千恵子

中田 恵   中平けい子

中村地香子  仲村 信

林  員子  林  悟史

原  昭子  久田きぬゑ

福沢 育子  福沢 幸子

牧内 八代  牧ノ内昭吉

松下 光利  松島 保

三浦 照夫  南井 規子

森山 昭吉  山田 康夫

吉澤佐紀子

小林恭之助 (～平成11年 12月 )

冨田 泰啓 (平成11年 12月 ～)

(～平成10年度) 山下 誠一 (～平成10年度)

藤原 直人 (平成11・ 12年度)馬場 保之

吉川 金利  下平 博行  伊藤 尚志

坂井 勇雄  羽生 俊郎 (平成13年度～)

池田 幸子  市瀬 長年  伊藤 和恵

井上 恵資  牛山きみゑ  尾曽ちぶき

北川 彰   北沢 一嘉  北澤 兼男

木下 早苗  木下 博   木下 義男

熊崎三代吉  小池千津子  小平 晴美

小林 千枝  小林 正人  斉藤 徳子

佐々木一平  佐々木文茂  佐々木真奈美

塩沢 澄子  斯波 幸枝  清水 二郎

代田 和登  杉山 春樹  関島真由美

高橋セキ子  滝上 正一  竹村 和子

橘 千賀子  田中 薫   田中 博人

中沢 温子  中島 育子  仲田 昭平

中平 隆男  中野満里子  中野 充夫

西野 武司  西野やすみ  服部 光男

林 勢紀子  林  伸好  林 ひとみ

久田  誠  樋本 宣子  平栗 陽子

藤本  宏  牧内  修  牧内喜久子

松井 明治  松下 成司  松下 博子

松島 直美  松本 恭子  三浦 厚子

宮内真理子  森藤美知子  森山 律子

吉川 悦子  吉川 和夫  吉川紀美子
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(2)事務局

飯田市教育委員会

教育長   小林恭之助 (～平成11年 12月 )

冨田 泰啓 (平成11年 12月 ～)

教育次長  関口 和雄 (～平成11年度)

久保田裕久 (平成12年度～)

博物館課  (～平成12年度)

生涯学習課 (平成13年度～)

小畑伊之助  (博物館課 課長 ～平成11年度)

米山 照美  (博物館課 課長 平成12年度)

中島 修   (生涯学習課 課長)

小林 正春  (博物館課 埋蔵文化財係長)(生涯学習課 文化財保護係)

吉川 豊   (博物館課 埋蔵文化財係 ～平成10年度)

山下 誠一  (       〃      〃   )

馬場 保之  (博物館課 埋蔵文化財係) (生 涯学習課 文化財保護係)

澁谷恵美子  (博物館課 埋蔵文化財係 平成11年度～) (生 涯学習課 文化財保護係)

吉川 金利  (博物館課 埋蔵文化財係) (生 涯学習課 文化財保護係)

下平 博行  (  〃     〃  ) (  〃     〃   )

伊藤 尚志  (  ″     〃  ) (  ″     ″   )

福澤 好晃  (  〃     〃  )

坂井 勇雄  (  〃     〃   平成11年度～) (生 涯学習課 文化財保護係)

羽生 俊郎               (生 涯学習課 文化財保護係 平成13年度～)

今村 進   (博物館課 庶務係長)

牧内 功   (  〃  庶務係 ～平成10年度)

松山登代子  (博物館課 庶務係 平成11年～平成12年度)

高田 清   (学校教育課 総務係長 平成13年度～)

宮田 和久  (学校教育課 総務係  平成13年度～)

福沢 恵子  (学校教育課 総務係  平成13年度～)
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Ⅱ 遺跡の環境

1。 自然環境

久保田遺跡の所在する飯田市川路地区は、長野県の南端を併走する伊那山脈 。木曽山脈の間に広がる

伊那盆地の最南端にあたり、飯田市街地から南に約 8kmの天竜川右岸に位置する。川路地区はこの天竜

川と、西側から天竜川に注 ぐ久米川、南の弟川によって挟まれた面積およそ6。 16kぽ の地域である。

天竜川は狭窄部である天竜峡によってその流れを阻まれ、川路地区で大きく迂回する。このため、天

竜川氾濫原が地区の大半を占め、周囲は標高450m～ 550mの低い丘陵に囲まれている。国道より西側は

比高差30m程度で低位段丘 Iの桐林面あるいは伊久間面に相当する段丘面の琴原 。藤治ヶ峰 。上平 。祢

宜屋原 。初ノ免 。藤塚 。大明神原に続 く。これら数段の段丘面を東西へ分断するように、北から久米川 。

相沢 。留々女川 。南沢 。祢宜屋沢 。観音沢 。大畑沢 。初沢 。弟川の小河川が天竜川に注ぎ、削られた段

丘はV字状の谷や洞地形を形成 している。

川路地区の地形は天竜川の流路と共に大きく変化 している。天竜峡の狭窄部は時として天竜川の水流

を妨げる障害となり、狭窄部の上流である川路 0竜丘 0龍江地籍で東西に迂回を繰 り返 したと推定され

ている。伝承 。絵図類を基に天竜川の移動を推定 した「川路村史」によると、16世紀代には時又島地籍

から2本に分流 し、本流は元 JR川路駅付近まで弧状に迂回し、井戸下遺跡付近で合流 して天竜峡に流入

し、17世紀初頭には本流部分が島地籍から天伯岩付近へ西に弧状に迂回し、17世紀中頃にはこの中州部

分利用のため河川改修がなされ、時又からほぼ一直線に天伯岩の左側が流路となったと推定されている。

また、明治44年陸地測量部の地図によると、天竜川は久米川合流点で二股に分かれ、本流は川路側を留々

女川合流点まで一直線に流れ、その後東側に大きく迂回し龍江側から天竜峡に流れ込む。支流は留々女

川から弧状に川路側を流れ、天竜峡付近で本流と合流 している。昭和12年に完成 した下流の泰阜ダムは

河床の上昇の一因となり、昭和31年の川路村図では一転 して天伯岩西側が本流となり、天竜峡に流れ込

んでいる。このように天竜川の水流は、自然営力 。人為的作用により次第に変化 しており、かつ昭和36

年の災害後、土砂の堆積 。河川改修・土地改良等の要因により川路地区の最低位段丘面の有無は不明と

なっていた。 しかし、明治44年測量図によると、当時の天伯岩北側での河床標高は360m以下(現363m前

後)で、旧川路村役場東側から天竜川川岸までの間に小段丘が 2段階程度認められ、低位段丘Ⅱに比定さ

れる段丘面が存在 した可能性が極めて高い。

2.歴史的環境

川路地区の地形は、天竜川に面する最低位段丘と、桐林面に相当する標高400m以上の低位段丘面に大

別される。特に最低位段丘面には前方後円墳の久保田 1号古墳 (B)を はじめ多数の古墳があり、飯田

市内でも有数の古墳集中地帯となっている。また、隣接する上川路地区には自鳳期の瓦が出土する開善

寺 。重要文化財の四仏四獣鏡が出土 した御猿堂古墳 (1)な ど古墳時代から奈良時代にかけての主要な

遺跡が集中する地帯である。こうした遺跡を中心に時代毎の遺跡の概観を行い、り|1路地区の歴史的変遷

を追ってみたい。
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1)縄文時代

川路地区に人々が生活 した痕跡を残 したのは縄文時代に始まる。月の木遺跡 (2)か らは、縄文時代

前期前半の住居址が確認され、周辺に当該期の大集落が存在する可能性がある。また、久米川南岸の今

洞遺跡 (3)か らは縄文時代前期後半の住居址が確認されている。両遺跡とも、調査面積・遺跡の状態

から大規模な集落の存在は確認されていない。

縄文時代中期になると遺跡は低位段丘面上が中心になる。川路地区の南端に位置する川路大明神原遺

跡 (4)で は、中期初頭から後葉にかけての30軒を越す集落が確認されており、拠点的な大規模集落が

形成されていたと考えられる。同一段丘上の初ノ免遺跡 (5)。 藤塚原遺跡 (6)で も縄文時代中期と

考えられる遺物が表採されている。

縄文時代後期 。晩期は生活の舞台としての川路は不明瞭となり、遺跡数も少なく、断片的な資料のみ

である。今洞遺跡からは浮線網縄文の施された氷 I式土器が出土 しているが、当該期の遺構は確認され

ていない。これは、川路地区の縄文時代全般を通 じ遺跡の立地は段丘上に多 く見られるものの、全国的

な傾向として縄文時代後期・ 晩期は遺跡が水場に近い低地に進出し、河川を積極的に利用 していること

から、不明瞭な最低位段丘面に同時期の遺跡が存在する可能性が高い。

2)弥生時代

弥生時代に入ると、段丘上の東原遺跡 (7)で住居址が1軒、治水対策事業に伴う発掘調査で殿村遺

跡 (8)よ り、後期の住居址が確認されているものの、断片的な資料が多 く、集落の存在も不明瞭であ

った。 しかし井戸下遺跡 (9)か らは弥生時代中期から後期にかけての集落の一部が確認され、同様な

標高に集落が多数存在する可能性を示 している。

3)古墳時代

古墳時代に入ると地区内に多くの古墳が築造される。久保田 1号古墳 (前方後円墳)を はじめ地区内

には48基 の古墳が確認されている。古墳は花御所地籍 。久保田 1号古墳周辺・月の木地籍に集中してお

り、古墳群を形成 している。その立地は久保田 1号古墳周辺の古墳を除き、低位段丘面に位置 している。

こうした古墳の多 くは破壊され、地区内に多 くの出土品が伝えられている。井戸下遺跡の北西側の山麓

にある花御所1号古墳 (10)か らは金銅装の馬具類 。玉類等の豊富な出土品が知られている。また下辻古

墳 (11)は全長8.8mの 横穴式石室を有 し、馬具類・玉類等の出土品がある。井戸下遺跡北西側の最低位

段丘面にあった殿村 1号墳 (12)か らは四獣鏡 。素文鏡が出土 している。井戸下遺跡に隣接する月の木

古墳 1号墳 (13)は、かつて直刀 4本の出土が伝えられていたが、治水対策事業に伴う発掘調査で、木

棺を有する主体部 3基が確認され、内 1基からは横矧板鋲止短甲・直刀・鉄鏃等出土 し、別の主体部か

らは胡銀に入った状態での鉄鏃東等重要な資料が出土 している。また月の木 7号墳 (14)で は小規模な

石棺状の石室が確認され、 8世紀代に下る可能性がある。この他、調査成果からは月の木古墳群全体で

7基の古墳が確認されており、 5世紀後半から6世紀を主体として 8世紀近 くまで造営されたと推定さ

れる。一方、古墳時代の集落は、治水対策事業に伴う発掘調査で、久保田遺跡 (A)を始め、留々女遺

跡 (15)・ 辻前遺跡 (16)。 井戸下遺跡で大規模な集落が確認され、川路地区の最低位段丘面全体に生

活の痕跡が残されている。
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4)奈良 。平安時代

奈良 。平安時代の川路地区は断片的な資料のみで詳細は不明であったが、上川路には奈良時代と推定

される布目瓦等出土 した開善寺境内遺跡 (17)が あり、周辺に寺院の存在を窺わせる。川路地区では、

治水対策事業で調査された久保田 0留 々女・辻前遺跡から平安時代の住居址などが確認されている。ま

た、井戸下遺跡では奈良時代～平安時代と推定される水田址 。溝址が確認されており、低位段丘面一帯

に集落と水田が営まれていたと推定される。

5)中世

川路地区が文献上に現れるのは貞和 2年 (1346年 )の三浦和田文書中の 7月 19日 室町幕府下知状案で

ある。これは当時、伊賀良庄地頭であった江間氏の族人江間尼浄元が庄内の中村 。河路の 2郷を開禅寺

(開善寺)に寄進 し、それを新給人が了承 した旨の記載がある。また、織田氏の信濃攻略により開善寺

から持ち出された梵鐘 (現高遠町桂泉院に存在)には文和 4年 (1355年)の銘があり、その文中に伊賀

良庄上河路郷の記載がある。こうした史料から室町時代には川路地区が上河路郷 。下河路郷にわかれ、

伊賀良庄に含まれていたと考えられる。また康永 3年 (1344年 )月 笠ヽ原貞宗譲状の中に伊賀良庄が記載

されており、室町時代には小笠原氏が川路地区を領有 していたことがわかる。その後武田氏の伊那侵略

後、天正 7年 (1579年)の上諏訪造営帳に伊賀良庄内の役銭納入状況が記されており、その中に上河路

郷 。下河路郷等の記載が見 られる。このように川路地区は伊賀良庄の一郷として文献に記されている。

河路郷の詳細は不明であるが、井戸下遺跡からは14世紀代から15世紀代にかけての屋敷跡が確認されて

おり、留々女遺跡でも同時期の掘立柱建物址群が検出されている。こうした成果から河路郷の集落の実

態が判明するものと思われる。集落の他に丼戸下遺跡北西側の城山には、尾根を利用 した山城が確認さ

れている。伝承等もなく、詳細は不明な点が多いが戦国期の山城と推定されている。また月の木地籍に

は「 じょうばた」 。「おもてきど」 0「 ほり」等の地名が残されていることから「幾島城」 (18)と伝

えられてきた。 しかし治水対策工事での発掘調査では城郭の痕跡等は確認されていない。

以上遺跡を中心に川路地区の歴史を概観 したが、今次調査を始め治水対策に先立つ発掘調査で確認さ

れた成果により、詳細な歴史が判明すると思われる。

-10-



Ⅲ 調査結果

今次調査に於いて検出された遺構は、以下のとおりである。

・ 竪穴住居址 (SB)   23棟    ・掘立柱建物址 (ST)  7棟

・方形周溝墓 (SM)   3基    ・溝址 (SD)      17条

・土墳・抗 (SK)    34基    ・集石 (SI)      4基

・ ピット

1.基本層序  (第 4図 )

調査区北部 。中部・南部の土層を示 した。調査時に基本層序として土層実測 したものがなく、遺構の

土層断面実測図より抽出したものである。よって各地点での共通の見識はない。 I層の耕土のみ各共通

の土層とした。遺構検出面は調査区各地点で異なりA地点付近ではⅧ層の下層、 B地点付近では測 0畑

層の下層、 C地点付近ではXⅣ・ XV層の下層である。各土性を見ると砂質の土壌であることがわかる。こ

れは前述 したようにこの地区が幾多の洪水にあったためであると考えられる。

2.遺構

(1)竪穴住居 (SB)
①S B01(第 6図 )

検 出 位 置 AD13 覆 土

切
合

切 る SB05 床 面 たたき状に堅 く良好

切 ら れ る 住

居

内

施

設

主  柱  穴 Pl～ P4

規
模

・
形
状

プ ラ ン 隅丸方形 貯  蔵  穴

規 模 m 4.3× 4。 2 入 口

主 軸 N35° W 炉

ｏ
竃

形 状 粘土竃

壁 高 cm 規 模 cm 150× 110

壁 状 態 ほぼ垂直 特 記 事 項

出 土 遺 物 |(第32図) 床面上から出土

不・甕0甑

特 記 事 項
|

時  期 古墳時代後期 根  拠 出土遺物

②S B02(第 7図 )

検 出 位 置 A」 10 覆 土 4層
切

合
切 る SD01 床 面 全体に砂層で極めて不良

切 ら れ る 住

居

内

施

設

主 柱 穴 不 明

規
模

ｏ
形
状

プ ラ ン 不 明 貯  蔵  穴

規 模  m 4。 3× 一 入 口

主 軸 不明 炉

。
竃

形 状

壁 高 cm 規 模 cm
壁 状 態 ほぼ垂直 特 記 事 項

出 土 遺 物 |(第32図 )覆土中から出土

不。高不

特 記 事 項
|

時  期 古墳時代後期 根 拠 出土遺物
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③S B04(第 8図 )

④S B05(第 7図 )

⑤S B06(第 7図 )

⑥ S B07(第 9図 )

検 出 位 置 AB20 覆 土 5層
切

合
切 る SD03 床 面 全体に軟らかく不良

切 ら れ る 住

居

内

施

設

主 柱 穴 な し

規
模

。
形
状

プ ラ ン 隅丸方形 貯 蔵 穴

規 模 m 5。3× 5.2 入 口

主 軸 N91° W 炉

。
竃

形 状 石芯粘土竃

壁 高 cm 規 模 cm 100× 70

壁 状 態 ほぼ垂直 特 記 事 項
出 土 遺 物

須恵器不。甕 0灰
(第 32図 )床 面上から出土

柚陶器 短頸壺

竃付近に比較的まとまる

特 記 事 項
|

時  期 奈良末～平安時代 根 拠 出土遺物

検 出 位 置 AD14 覆 土 6層
切

合
切 る 床 面 全体に軟らかく不良

切 ら れ る SB01 住 主 柱 穴 不明

規
模

ｏ
形
状

プ ラ ン 居

内

施

設

貯  蔵  穴

規 模 m 3.4× 一 入 口

主 軸 不明 炉

ｏ
竃

形 状

壁 高 cm 規 模 cm
壁 状 態 ほぼ垂直 特 記 事 項

出 土 遺 物 |(第32図 )

ミニチュア土器

特 記 事 項
|

時   期 不明 古墳時代か 根 拠 出土遺物

検 出 位 置 BY17 覆 土 2層
切
合

切 る 床 面 一部たたき状

切 ら れ る SB12・ SD040E M O K周 溝 2 住

居

内

施

設

主  柱  穴 Pl～ P4

規
模

・
形
状

プ ラ ン 方形 貯 蔵 穴

規 模 m 8.3× 8。 3 入 口

主 軸 N55° W 炉

。
竃

形 状

壁 高 cm 規 模 cm
壁 状 態 ほぼ垂直 特 記 事 項

出 土 遺 物 |(第33図 )床 面上より出土

須恵器蓋不 。不・甕

特 記 事 項
|

時   期 古墳中期後半～後期 根  拠 出土遺物

検 出 位 置 AE22 覆 土 1層

切
合

切 る SD03 床 面 全体に軟 らかく不良

切 ら れ る SB08 住

居

内

施

設

主  柱  穴 な し

規
模

。
形
状

プ  ラ  ン (方形) 貯  蔵  穴

規 模 m 3.4× 一 入 口

主 軸 N167°  W 炉

・
竃

形 状 石芯粘土竃

壁 高 cm 規 模 cm 66× 60

壁 状 態 ほぼ垂直 特 記 事 項

出 土 遺 物 |(第33図 )

甕

特 記 事 項
|

時  期 古墳時代後期 根 拠 住居址形態
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⑦S B08(第 9図 )

検 出 位 置 AF22 覆 土 1層
切

合
切 る SB070 SK15 床 面 全体に軟 らかく不良
切 ら れ る 住

居

内

施

設

主 柱 穴 な し

規
模

。
形
状

プ ラ ン (隅丸方形) 貯  蔵  穴

規 模 m 5.0× 4.2 入 口

主 軸 N88° W 炉

・
竃

形 状 石芯粘土竃

壁 高 cm 規 模 cm 50× 49

壁 状 態 ほぼ垂直 特 記 事 項
出 土 遺 物

|

須恵器不・ 甕・ :

(第 33・ 34図 )覆 土及び床面上から出土

質恵器壼

竃付近に比較的多ι

特 記 事 項
|

時  期 平安時代 根 拠 出土遺物

③S B09(第 10図 )

検 出 位 置 BW19 覆 土 2層
切

合
切 る 床 面 たたき状に堅 く比較的良好
切 ら れ る 住 主 柱 穴 Pl～ P4

規
模

・
形
状

プ ラ ン 方形 居

内

施

設

貯  蔵  穴

規 模 m 6.4× 5。 9 入 口

主 軸 N38° W 炉

・
竃

形 状 地床炉
壁 高 cm 20 規 模 cm 120× 118

壁 状 態 ほぼ垂直 特 記 事 項
出 土 遺 物

須恵器蓋不・甕・

(第 34図 )覆 土中から出土

質恵器  ・ミニチュア土器

特 記 事 項
|

時   期 古墳時代中期後半 根  拠 出土遺物

⑨S B10(第 10図 )

検 出 位 置 BX25 覆 土 2層
切

合
切 る 床 面 全体に軟 らかく不良
切 ら れ る 住

居

内

施

設

主 柱 穴 Pl― P4

規
模

ｏ
形
状

プ  ラ  ン 隅丸方形 貯  蔵  穴

規 模 m 4.2× 3.6 入 口

主 軸 N43° W 炉

。
竃

形 状 地床炉か

壁 高 cm 規 模 cm
壁 状 態 ほぼ垂直 特 記 事 項

出
一不

土 遺 物 |(第34図 )床 面上から出土

高不 。甕

特 記 事 項 |

時  期 古墳時代中期後半 根 拠 住居址形態・出土遺物

⑩S Bll(第H図 )

検 出 位 置 AA10 覆 土 3層
切

合
切 る 床 面 中央部はたたき状に堅 く良好 壁際は軟 らかい

切 ら れ る 住

居

内

施

設

主  柱  穴 Pl― P4

規
模

。
形
状

プ ラ ン 貯  蔵  穴

規 模 m 5.0× 4.6 入 口

主 軸 N53° W 炉

。
竃

形 状 粘土竃
壁 高 cm 規 模 cm 109× 108

壁 状 態 ほぼ垂直 特 記 事 項

出 土 遺 物 |(第34図 035図)覆土中から出土
不・高不・甕0鉢・甑

管 記 事 項
|

時  期 古墳時代後期 根 拠 出土遺物
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⑪S B12(第H図 )

検 出 位 置 BV16 覆 土

切

合
切 る SB06 床 面 全体に軟 らかく不良

切 ら れ る S D05 住 主  柱  穴 不明

規
模

。
形
状

プ ラ ン (隅丸方形) 居

内

施

設

貯  蔵  穴

規 模 m 4.3× 一 入 口

主 軸 N34° W 炉

・
竃

形 状 石芯粘土竃

壁 高 cm 規 模 cm 115× 54

壁 状 態 やや緩やか 特 記 事 項

け一『
遺 物 |(第35036図 )覆土中から出土

特 記 事 項
|

時  期 古墳時代後期 根 拠 出土遺物

⑫S B13(第 12図 )

⑭S B16(第 12図 )

検 出 位 置 AH07 覆 土

切
合

切 る SD01 床 面 たたき状に堅 く良好

切 ら れ る 住

居

内

施

設

主  柱  穴 不明

規
模

・
形
状

プ ラ ン 不明 貯 蔵 穴

規 模  m ― × 一 入 口

主 軸 不明 炉

ｏ
竃

形 状

壁 高 cm 規 模 cm
壁 状 態 ほぼ垂直 特 記 事 項

］一構
物 |(第36図 )

生 記 事 項
|

時  期 古墳時代後期 根 拠 出土遺物

⑬S B15(第 12図 )

検 出 位 置 AW16 覆 土

切

合
切 る 床 面 全体に軟 らかく不良

切 ら れ る 住

居

内

施

設

主  柱  穴 な し

規
模

。
形
状

プ ラ ン 隅丸方形 貯  蔵  穴

規 模 m 3.6× 3.5 入 口

主 軸 不明 炉

・
竃

形 状

壁 高 cm 規 模 cm
壁 状 態 ほぼ垂直 特 記 事 項

出 土

高不 。］一甕
|(第36図)覆 土中から出土

特 記 事 項 1掘 り方まで掘り下げた可能性が高い

時  期 古墳時代中期後半 根  拠 出土遺物

検 出 位 置 BXll 覆 土

切
合

切 る 床 面 不 明

切 ら れ る 住

居

内

施

設

主  柱  穴 不明

規
模

。
形
状

プ ラ ン 不明 貯  蔵  穴

規 模 m 不 明 入 口

主 軸 不明 炉

。
竃

形 状 土器埋設炉

壁 高 cm 不明 規 模 cm (44)× 36

壁 状 態 不明 特 記 事 項

出 土 遺 物
|

特 記 事 項
|

時  期 弥生時代中期 根 拠 調査所見より
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⑮S B17(第 12図 )

検 出 位 置 AS25 覆 土 6層

切
合

切 る 床 面 たたき状に良好

切 ら れ る KBTlK周 溝 2 住

居

内

施

設

主 柱 穴 Pl― P4

規
模

ｏ
形
状

プ ラ ン (隅丸方形) 貯 蔵 穴

規 模 m 4.0× 一 入 口

主 軸 炉

。
竃

形 状 地床炉か

壁 高 cm 規 模 cm
壁 状 態 やや緩やか 特 記 事 項

出 土 遺 物
|

不・ 高不・甕 0:

(第 36図)覆 土中から出土

亜

特 記 事 項
|

時  期 古墳中期後半 根 拠 住居址形態・出土遺物

⑮S B18(第 13図 )

検 出 位 置 AT21 覆 土

切
合

切 る 床 面 貼り床で中心部はたたき状に堅く良好 全体とすると不良

切 ら れ る 住 主 柱   穴 Pl～ P4

規
模

・
形
状

プ ラ ン 隅丸方形 居

内

施

設

貯  蔵  穴

規 模  m 4.7× 4.3 入 口

主 軸 炉

・
竃

形 状 粘土竃

壁 高 cm 規 模 cm 98× 80

壁 状 態 ほぼ垂直 特 記 事 項

出 土 遺 物 |(第 36・ 37図 )床 面上から出土

不・須恵器蓋不・ 高不・甕

特 記 事 項 1床面の把握でやや掘 りすぎた可能性がある

時   期 古墳時代後期 根  拠 出土遺物

⑭SB19(第 13図 )

検 出 位 置 AW26 覆 土 3層
切

合
切 る 床 面 部分的にたたき状に堅い 全体的に不良

切 ら れ る 住

居

内

施

設

主  柱  穴 Pl～ P4

規
模

・
形
状

プ ラ ン 隅丸方形 貯 蔵 穴

規 模 m 3.5× 3.4 入 口

主 軸 N48° W 炉

。
竃

形 状 竃:粘土竃  炉:地床炉

壁 高 cm 規 模 cm 冒嚢100× 146 炉 :42× 40

壁 状 態 やや緩やか 特 記 事 項

出 土 遺 物 |(第37図 )

不・ 高不・甕

特 記 事 項 1炉址と竃が併設される竃導入期の住居址

時  期 古墳時代後期 根 拠 出土遺物

⑬SB20(第 12図 )

検 出 位 置 AS28 覆 土

切
合

切 る 床 面 柔らかく不良

切 ら れ る KBTlK周 溝 2 0 ST06 住 主 柱 穴 不 明

規
模

・
形
状

プ ラ ン 不 明 居

内

施

設

貯  蔵  穴

規 模 m 一 × 一 入 口

主 軸 不 明 炉

・
竃

形 状

壁 高 cm 規 模 cm
壁 状 態 ほぼ垂直 特 記 事 項

出 土

高不

遺 物 |(第38図 )

特 記 事 項
|

時  期 古墳時代 根  拠
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⑩S B21(第 14図 )

検 出 位 置 AW30 覆 土 2層
切

合
切 る 床 面 たたき状に堅 く良好

切 ら れ る ST06 住

居

内

施

設

主 柱 穴 Pl― P4

規
模

・
形
状

プ ラ ン (隅丸方形) 貯  蔵  穴

規 模 m 5.0× 一 入 口

主 軸 N52° W 炉

。
竃

形 状 粘土竃

壁 高 cm 規 模 cm 135× 75

壁 状 態 やや垂直 特 記 事 項
出 土 遺 物 |(第38図 )

須恵器蓋不 。不・高不 。須恵器高不 。甕 。紡錘車

特 記 事 項
|

時  期 古墳時代後期 根 拠 出土遺物

④S B23(第 14図 )

検 出 位 置 BX05 覆 土 2層
切
合

切 る 床 面

切 ら れ る 住

居

内

施

設

主 柱 穴 不明

規
模

。
形
状

プ ラ ン 不 明 貯  蔵  穴

規 模 m ― × 一 入 口

主 軸 不明 炉

。
竃

形 状

壁 高 cm 規 模 cm
壁 状 態 やや緩やか 特 記 事 項

出 土 遺 物
|

小破片

特 記 事 項
|

時  期 古墳時代 根 拠 住居址形態。周辺の遺構の状況

(2)掘立柱建物址 (ST)

NQ ECNll 検出位置 規模 (梁行×桁行)m 柱  間m 覆土 時代。時期 出土遺物 備考

A116 6.4× 4.2 梁1.0～ 2.3

桁1.0～ 1.6

2層 古墳時代か 柱穴より弥生土器

片。土師器片

AM13 (4.5)× (4.0) 梁1.3～ 3.2

桁1.5～ 2.4

1層 古墳時代か 柱穴より土師器片

AH17 6.0× 2.9 梁1.0～ 1.3

桁1.0～ 1.3

1層 古墳時代か 柱穴より土師器片

AJ16 (一 )× (― ) (1.7) 古墳時代か 柱穴より土師器片

BW09 5.7× 5.1 梁1.3～ 1.6

桁1.1～ 1.3

古墳時代か 柱穴より弥生土器

片。土師器片

AV27 7.8× 7.5 梁1.4～ 1.6

桁1.3～ 1.7

7層 古墳時代か 柱穴より土師器片

B J39 ― × 一 梁6.50

桁4.50

2層 不明 な し
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(3)方形周溝墓 (SM)
S M01(第 18図 )

検出位置 BH26 主 規模m 不明

重
複
　
周
溝
規
模

。
形
状

切  る

体
　
部

主  軸

切 られる 餃魔王塚古墳 形   態

規 模m 20× 16(18× 14) 覆  土

主  軸 不明 施   設

形  態 方形 み
土   橋 南東角か

覆   土

の
　

他

墳  丘 不 明

幅cm 最大131最 小47

深cm 最大37最小 13

断面形 U字型

出 土 遺 物 特 記 事 項

手 新旧は不明弥生土器片 。土師器片 S M03と 周溝を共

時   期 弥生時代か 根 拠

② S M02(第 19図 )

検出位置 AY22 士 規模m 不明

重
複
　
周
溝
規
模

ｏ
形
状

切  る

体
　
部

主  軸

切 られる 餃魔王塚古墳 形   態

規 模m 一 × 一 覆   土

主  軸 不明 施  設

形  態 方形か 土   橋 南側角

覆  土

の
　

他

墳  丘 不明

幅cm 最大153最 小85

深cm 最大42最小28

断面形 U字型

出 土 遺 物

弥生土器片
特 記 事 項

時   期 弥生時代か 根 拠

③ S M03(第 20図 )

検出位置 BB33 士 規模m 2.3× 1.3

重
複
　
周
溝
規
模

。
形
状

切  る

体
　
部

主   軸 N55υ W
切 られる 形  態

規 模m 13.3× 12.2 覆   土

主   軸 N45° W 施  設

形   態 方形 土   橋 南東角と北西角か

覆   土

の
　

他

墳  丘 不明

幅cm 最大132最 小67

深cm 最大53最小23

断面形 逆台形

出 土 遺 物    |
弥生土器片・土師器片

特 記 事 項  |
S M01と 周溝を共有 新旧は不明

時   期 弥生時代か 根 拠
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(4)溝址 (SD)

SD
NQ

図

Ｍ

検出

位置

重複 規模(長 ×大幅×大深)

m(ノ lヽ 幅×ノ
lヽ深)

主軸 覆土 時代。

時期

出土遺物 備考

A109 SB02 0 13に 切

られる

09,9× 9,0× 1.0

7.1× 0.41

N20° W
(北・南)

12層 不明 縄文前期:中期土器噸恵器塙坪11茶騎,

打署石斧載刃型石器拓匙・石懲

自然流路

全プラン未確認

AL15 SD03・ ST02を

切る

00.D× 3.3× 0.55

2.1× 0.29

N60° W
(北・南)

5層 不明 土師器片。須恵器

甕。打製石斧。石鏃

自然流路

A119 SB04007。 ST03

に切られる

SK15を切る

“

7.D× 6.0× 0,9

0,9× 0.1

N10° W
(北。南)

N50° W
(北東・南西)

8層 古墳時代

か

不。鉢。高郎。甕0壺。

甑。打製石斧0横 刃

型石器。有肩扇状

形石器。敲打器

集落を区溝する溝か。エレベー

ション付近から土器が多量に

出土。長胴甍が据えられていた。

溝内祭祀が行われていたか。

AB15 SB06を切る 9.2× 4.3× 0.7

3.1× 0.4

N35° E

(北東0南西)

6層 不明

BQ06 EMOK周 溝 2

に切られる

0,D× 0.8× 0.3

0.5× 0.1

N97° E

(東・西)

2層 弥生時代

後期

高不0須恵器甕。

須恵器高杯

方形周溝墓の

可能性有り

BP08 EMOK周 溝 2

に切られる

(4.0× 11× 0.5

0.8× 0,3

N85° E

(東・西)

5層 弥生時代

後期

弥生後期土器片 S D08と対応して方形周

溝墓周溝の可能性有り

BS14 EMOK周 溝 2

に切られる

(4.0× 1.2× 0.3

0.8× 0.1

N10° W
(北・南)

3層 弥生時代

後期

弥生後期土器片 S D07と 対応して方形周

溝墓周溝の可能性有り

BN27 6.つ ×0.8× 0.3

0.5× 0.1

N20° E

(北・南)

N50° E

(北東・南西)

2層 弥生後期土器片 自然流路か

AT43 5.8× 0.5× 0.2

0.2× 0.03

N80° E

(東・西)

1層 不明 久保田 1号 古

墳より新しい

AM20 0.0× 0.6× 0,2

0,2× 0.03

N85° E

(東・西)

N3° W
(北・南)

1層 不明 久保田 1号 古

墳より新しい

AM22 4.6× 0.4× 0.4

0.1× 0.03

N95° E

(東・西)

N10° E

(北・南)

1層 不明 久保田 1号 古

墳より新しい

BL01 04.0× 2.4× 0.4

1.2× 0.03

N90° W
(西・東)

l層 不明 土師器片

BK03 (6.0)× 0.9× 0.3

0.6× 0.1

N15° E

(北東・南西)

1層 不明

B」49 (Ю.9× 2.4× 0.7

1.4× 0.4

N65° W
(北東・南西)

1層 不明

B」44 (12.6)× L8× 0。 3

1.1× 0.1

N120° W
(北西0南東)

1層 不明 土師器片

B138 (7.2)× 2.3× 0.6

1.2× 0.2

N50° E

(北東・南西)

1層 不明

不明

土師器片

B135 (5.0× 0.7× 0.掲

0.4× 0.1

N5° E

(北・南)

2層 不明 土師器片 石列を伴う
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(5)土壌・抗 (SK)
SKNQ 優]Nll 検出位置 規模(長 ×短×深)clll 形 態 覆 土 時代0時期 出土遺物 備  考

A」 12 146× 72× 27 楕円形 2層 不明

AG14 239× 66× 13 長楕円形 1層 不明

AG16 153× 110× 17 不整形 2層 不明

AC22 215× 188× 10 方形 1層 不明 土師器片・縄文土器片

AH12 229× 130× 20 円形 1層 不明

BW09 (― )× 166× 15 不明 2層 不明 土師器片 SK07に 切られる

BX09 221× 174× 14 楕円形 2層 不明 土師器片 SK06を 切る

BS05 237)〈 80)く 28 長方形 2層 不明 土師器片

AU19 207× 118× 25 長方形 3層 不明

AR36 121× (一 )× 46 不明 不明 土師器片

AQ35 115× 48× 34 長楕円形 不明 土師器片

BX15 47× 42× 7 円形 2層 中近世か 骨片が出土しているため

火葬墓と考えられる

BX13 40× 35× 15 円形 2層 中近世か 骨片が出土しているため

火葬墓と考えられる

BX13 35× 31× 6 円形 1層 中近世か 骨片が出土しているため

火葬墓と考えられる

AE20 150× (― )× 40 不明 不明 SB08 0 SD03に 切られる

BRll 260× 160× 84 方形 8層 不明 土師器片 袋状

BL05 71× 50× 28 楕円形 不明 土師器片

BL08 75× 63× 51 楕円形 不明

BⅣ106 58× 43× 13 不整長方形 不明 土師器片

BL07 83× 26× 26 不整長方形 不明 土師器片

BM07 43× 38× 18 長方形 不明

BL05 60× 40× 39 不整楕円形 不明

BL04 94)〈 37)〈 46 不整楕円形 不明

BⅣ〔05 73× 62× 18 不整円形 不明

BL03 155× 88× 46 不整形 不明 SD03に 切られる

B143 75× 59× 12 楕円形 不明

BH44 184× 40× 19 不整長方形 不明

BH49 112× 76× 24 不整楕円形 不明

BH47 70× 68× 30 円形 不明

B103 225× 200× 49 不整円形 不明 土師器片・須恵器片

BK44 84× 54× 37 楕円形 不明

BH40 ―×一×35(54) 中近世か 中世陶磁器 東側撹乱に削られる。SK

内に別Pあ り。石あり。

B140 64× 56× 17 不整長方形 中近世か 中世陶器

BJ39 (315)× (300)× 44 不整円形 中近世か 橋鉢

(6)集石 (SI)
SKNa 巨]Nll 検出位置 規模(長 ×短×深)clll 形 態 覆 土 時代0時期 出土遺物 備  考

1 A K31 140× 138× 56 円形 不明 土師器片 KBTl周 溝3内集石

A K30 77× 66× (― ) 不整形 不明 KBTl周 溝3内集石

A K30 56× 44× (一 ) 不明 不明 KBTl周 溝3内集石

A J30 61× 61× (― ) 不明 不明 KBTl周 溝3内集石

B F02 190× 178× 80 円形 不明 SD01を切る

-19-





図    版





筆
ゴ

ト
ーーーー

「

――――丁
~~~~T~~~~可 ~~~」

lk皿

第 1図 久保田遺跡 。久保田 1号古墳・談魔王塚古墳位置図

//メイ

-23-



ラ グ ≫

ポ

肇ジ移

アル
/

ユ渾5条聯ざま

第 2図 周辺遺跡位置図

-24-



ョろがヽ

＼
＼

′〃ただん〃πいい一鳥中てヽ｝一、　　　．

■

＼
＼  /

くヽ
＼

X

｀
｀ンヽ

0               100m

偽
り ＼

＝
　
、夕

声
第 3図 調査位置及び周辺位置図

-25-



Mc o4
AA o0

3=21｀ K`BE 946ム
ヽ

＼

KBE 943-
ヽ

KBE 955

----- J----

KBE 955-3

KBT 891

37700

376_00

375_00

CA

374_ 0  1

Ⅶ

VIl

耕土
10YR 5/1掲灰色土
10YR 5/1鉄分沈殿
10YR 4/1褐灰色土
10YR 4/1鉄分沈殿
10YR 3/1黒褐色土SiL
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1.口「 褐色二L(10YR 3/3 SL):こ 焼上、炭が混じる

2.黒 褐ヽ色土 (10YR 3/2SL)
3 黒褐色土 (10YR 3/2 SL)に わずかに、にぶい黄褐色土 (10YR 5/4)力

`混
じる

4 黒褐色■ (10YR 2/2 SL)に 、暗褐色土 (10YR 3/3)、 焼上が混じる

5 焼上

第 6図 SB01
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SD 01

SD 01
375.00 37500

SB 05
0          2m

1.褐色土 (10YR SiC)粘 性やや強 く、しまり有 り、φ lonほ どの保、少量混入
2.灰黄褐色土 (10YR LiC)粘 性やや強 く、しまり有 り、φl～ 2cmの 礫、多 く混入

:i蹴雹至根詣欄 3SttL義廿詮輝線::;諸11119殿掘駁
5.黒褐色土 (10YR SiC)粘 性強く、しまり有り、φ lcm～3cmの礫、やや混入
6.黒褐色土 (10YR SiC)粘 性強く、しまりやや有り、φ lcm大 の礫、やや多く混入

SD o4
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第7図 SB02
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3.暗褐色上 (10YR 3/3 SL)
4.黒 掲色土 (10YR 2/2 LS)

石が混 じる

多量に石が混 じる
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第 8図  SB04

-31-

lω 。|ぃ |

陣マ酬



―

―

伺

＝

Ｈ

Ｈ

＝

――

――

＝

〆

‐

|"

A

sB 08

1.に ぶい黄褐色土 (10YR 4/3 SiL)に 暗褐色土 (10YR 3/3 SL)力 混ゞじる

炭。焼土

1.暗褐色土 (10YR 3/3CL)粘 性やや強く、しまり有り

炭と焼上のφ5～ 10mmほ どのプロック多く混入

2.黒色t(10YR 1 7/1)炭 の層

3.暗褐色上 (10YR 3/4CL)粘 性やや強く、しまり有り

φ3～5mmほ どの炭、焼上、やや多く混入
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2.暗褐色土 (10YR 3/3 SiC)粘 性強く、しまり有り

φ5～ 10mmの炭、焼上プロック多く混入、骨片もまばらに混入
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第 9図  SB07・ 08
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SB 09
1.10YR 3/3暗 褐色土 SiC粘性やや弱く、しまり有り

φ2～5mmほ どの炭化物全体に多く混入
土石流によるφ5～ 10cmほ どの礫やや多く混入

2.10YR 4/3に ぶい黄褐色上 SiC
粘性やや弱く、しまりやや有り、φ3mmほ どの炭化物多く混入
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暗褐色土 (10YR 3/3 SL)
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灰黄褐色土 (10YR 4/2 LS)に
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ml

A

4     0         1m

1.SiL+S10YR 3/2黒褐色土 粘性はなく、しまりとても強い
10YR 6/6明黄褐色土砂がプロック状に混在する 〈袖■)

2.SiL 10YR 3/3暗 掲色土 粘性あり、しまりは柔らかい
少 S々が混在する、焼土粒 25YR 4/6赤褐色土やプロックが多く混在
し、炭化物粒が点々と入る
5Y5/1灰 色土パウダー状 SiL土 もプロック状に入る
鉄分、マンガン粒、斑紋多い

3.SiL 25YR 4/6赤 褐色」1(焼 土層)

粘性わずかで、しまりは強い、炭化物粒、斑紋、焼上粒、
小プロック斑紋、灰色 SiL土、10YR 5/4に ぶい黄褐色 SiL土
焼± 25YR 4/6赤 褐色上が主でこれに25YR 3/3晴 赤褐色上の焼 11

が加わる
4.SiL 10YR 2/1黒 色土 粘性わずかにあり、しまり有る

10YR 6/6明 資褐色土砂プロックが混在する、炭化物粒も入る
SiL+S10YR 6/6明 黄褐色土 粘性は少々有り、しまリイ「る (袖 上)

4層土に焼土プロックが混在する
SiL 10YR 3/3黒 褐色:L(上器内土)粘性あり、しまり強い

lω 1静マ
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SiL+S10YR 4/4褐 色土 (=地 山に類似)

粘性わずかで、しまり有る、焼■粒や炭化物粒が入る

SiL(少 S々)10YR 4/2灰黄褐色上

枯性あり、しまり有る、炭化物粒が少々入る (=天 丼)

2層 に類似
25YR 4/6赤 掲色上、ただし全体に焼土粒やnI紋 が多く人る、又炭化物粒が少々人
る

SiL 10YR 4/3に ぶい資掲色上 粘性有り、
しまり有る、炭化物粒が点々と人る (■器内上)

SBll

-34-
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SB 16炉

1.SiL+S〈混在)10YR 3/2■ 1褐色Jl

friヤ L有 り、しまりは、3、 4層 よりは柔 らかめ、

灰色粘質上 (パ ウダー状SiL)が プロック状に入る

2 SiL+S〈混在)10YR 4/4褐 色土+わ ずかに25YR 4/8赤褐色土

地山Jlに焼Jlが斑紋状に混在
絆iヤ Lあ り、しまり有る (3111iに 比べ少ない)

3.SiL+S(滉在)全体は10YR 4/4褐 色上、25YR 4/8赤 褐色土、地山Jlに 焼上が粒、
斑紋、プロック1人 に多く人る

粘性有り、しまり有る (表面部分的に炭化物が粒、斑紋に入り、10YR 3/1黒褐色■)

4 (地山)SiLS(混在)10YR 4/4褐 色土

粘性あり、しまりrlる

As?sso

2m

SB 15

0          2m
SB 17

1.SiL十 少 S々10YR 3/3暗褐色土

粘性わずかに有 り、しまり有 る

マ ンガ ン斑紋 と炭化物粒が多 く入る

2.1層 土にごくわずかに10YR 5/4にぶい黄褐色土 (地 山土)大 プロックが少々

入り、又、1層土よりも炭化物が多く人る
3 SiL+S10YR 4/3暗褐色土+10YR 5/4に ぶい黄褐色土+10YR 4/1褐灰色上

粘性はなく、しまりは柔らかめ、黄色砂岩粒が点々と多く入る、マンガン粒、斑紋

が多く入る
4.1層 上に10YR 5/4にぶい黄褐色土 (地 山」1)が 大プロック状に非常に多く人

る、大プロック上が主と考えてもよい

5.SiL+少 S々10YR 4/1褐灰色土～3/1黒褐色土

粘性はなく、しまりは強い、鉄分粒やマンガン粒、斑紋が多く人る、黄色砂岩粒が

点々と少々入る

6.地 山上 (壁土)の くずれ

SiL+S10YR 5/4に ぶい黄褐色土

粘性はなく、しまり有る

Aszooo
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SiL+少 S々10YR 4/4褐 色上～3/4晴褐色■

粘性はなく、しまりは強い、マンガン斑紋、粒、鉄分斑紋が入る、

褐灰色SiL(5YR 4/1)力
`プ

ロツク状に混在する
パウダー状 SiL 2 5YR 4/6赤 掲色土焼土層

1層類似土 (地 山土)に焼土粒やプロックが混在する

1.SiL+ご くわずかにS10YR 4/1褐灰色■～4/2灰黄掲色土

Ill性 少々あ り、しまりは強い、マ ンガ ン斑紋や黄色砂岩粒、プロックが多 く人 る、わ

ずかに炭化物粒 も入る

2 SiL十 少々S5YR4/4に ぶい赤掲色土～3/4暗赤褐色土

粘性わずかに有 り、しまりは柔 らかめ、マンガン斑紋や鉄分tiが入 り、全体に焼土粒

プロックが入る、黄色砂岩粒プロックが点 々と入る、炭化物粒 も点々と入る (焼 土

層内 )

3.SiL+少 々S10YR 3/1黒褐色土～2/1黒色土

粘性わずかに有 り、しまり有る、マンガン斑紋が入る、わずかに黄色砂岩粒プロック

が入る、炭化物が多 く人る (炭 化物層内)

4 SiL+少 々S10YR 4/2灰黄褐色土

粘性わずかで、しまり有 る、マンガン|[紋 が多 く、炭化物粒や黄色砂岩粒がわずかに

入る

5.4層 に多 くの焼土粒が入る (カ マ ド天丼残 りか)

6 SiL+S10YR 3/1晴褐色土+5Y4/1灰 色土+10YR 4/4掲 色土

枯性はなく、しまりは強い、上記色上がプロック状に混在する

床面が壊■ と考えられる

7 炭化材部分
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1.SiL+少 S々10YR 3/2黒 掲色土 粘性わずかで、しまり強い、径3cm大の礫が点々と

入る、鉄分粒、マンガン斑紋が多く人る、ごくわずかに炭化物粒や焼上粒が入る、10YR

4/4褐色 SiL上 プロックが混在する

2.SiL 10YR 3/1黒 掲色土 粘性少々有り、しまり強い

鉄分粒、マンガン粒が入る、焼土粒もわずかに入る

3 SiL 10YR 4/3に ぶい黄褐色土 (カ マ ド天丼土)

粘性わずかで、しまり強い、鉄分粒、マンガン粒が入る

炭化物粒が多く点々と入る、又焼上tutが点々と入る

i SiL+少 S々10YR 4/4褐色土

粘性はなく、しまりは強い、

径lcm大 の礫が多 く入 る、マンガンプロックが点々と多 く人 る

2.SiL+少 々S5YR3/4暗 赤褐色土

粘性はな く、しまりは強い、径lcm大 の礫がごくわずかに入 り、焼上粒やプロックが

全体的に入る、炭化物粒が全体に入るが底面付近に特に多 く入る

地山土大プロックが混在する       0

言
Ｏ
Ｒ
４２Ｒ
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第 13図 19

lm



ｍヽ

Agzsoo

sB 21

i SiL+少 S々10YR`1/1褐灰色J:

†́ittは ほとんどなく、しまりはとても強い

鉄分マンガン斑紋が入る、黄色砂岩粒や炭化物が点々と多く人る
2 1層 に非常に多くのマンガン粒やプロックが入り炭化物も少々入る

SB 23

SB21

-37-
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i SiL+少 々S

枯性はな く、しまりはとても強い

径2cm大 の礫がわずかに入る

鉄分斑紋が非常に多 く、マンガン粒 も入る

1,口 に類似 ただ し径lcm大 の礫が多 く人 り黄色砂岩:粒 も多 く入る

地山 (1に類似)煙道天丼上

SiL十 少々S

5YR 4/6赤 掲色土プロック+25YR 3/1晴赤灰色土プロック+5Y5/1灰色土ブ

粘性はな く、しまり有る、焼土粒プロック多 く人る

炭化物粒 も多 く入る

「 鷺雷 ″ f、∵ IL%鶴 ‰ヽ 塩 、炭化伽 緋 常に多 く人る、マ ンガ ン斑紋が多

6 パウダー状 SiL 2,5YR 4/6赤 褐色上

粘性なく、しまりはやや柔らかい

7 パウダー状 SiL 2 5YR 4/6赤 褐色土 (焼土壁)

粘性なく、しまりとても強い

第 14図 23
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1、 2層 ともに、■石流による石が多 く混人

ST 01

SiC 10YR IAl色 :L

粘性やや強 く、しまりな し

上石流による石が多 く混入

2m

S丁 01
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l.SiL+少 S々10YR 3/1黒 栂色土

帖性ごくわずかに有り、しまり強い

怪lcm大 前後の礫が入る

鉄分粒はわずかで、マンガン斑紋は多

く入る、責色砂岩粒が点々と入る

2 SiL+少 S々10YR 4/3に ぶい貸栂色土
粘性はごくわずかに有 り、しまりは強

径lcm大 前後の碑が入る、鉄分拉、マン

ガン斑紋が多く入る、上記土に 3層土

が少々混在する

3 SiL+少 S々10YR 4/1拇 灰色上
粘性はほとんどなく、しまりはとても

強い

鉄分、マンガン斑ttが 入る、責色砂岩粒

や炭化物が点々と多く入る

4 細かいパウダー状SiL+少 S々

5Y4/1灰色土、帖性わずかに有り、し
まり柔らかい

マンガン粒や斑蚊が多く入る、責色砂

岩粒も入る

5 全体の特徴は2層 土に類似

ただし炭化物粒、プロックが多く人る

6 1層 +炭化物粒が入る

7. :目に地山土 (10YR 4/4 SiL+S)が

プロック状に混在し、1～ 3cmの 礫が

多く人る

8 7層類似、ただし碑がごくごくわずか

9 S(川 砂)10YR 4/118灰 色土

粘性はなく、しまりはボロボ 0、 径1～

3cm大 の碑が多く人る (3コ あり)

ST 06

久保田 1号古墳周溝

1曖
極 001W

第 17図  S丁 06007

l S多 い+SiL少 々10YR 4/1掲灰色土～3/1鳳掲色■
粘性はなく、しまりは強い

2. パウダー状SiL 10YR 2/1111色 Ji

枯ヤLあ り、しまりは柔らかい

-40-
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2.

SiL+S(混在)10YR 4/2灰黄褐色11

粘ヤLな く、しまり強い、細l粒石が多く人る

黄色砂岩粒が点々と人る、鉄分1立 、マンガン斑紋が多く人る
Sil“ +S(混 在)10YR 3/111褐 色上
粘性なく、しまり有る、細粒石が多く人る

黄色砂岩粒がわずかに入る、マンガン斑紋が入る、炭化物粒がわずかに人る
3.Sil´ +S(混 在)25Y4/1黄灰色上

lli性 なく、しまり強い、細粒石や小礫が多く人る、マンガン斑紋が多く人り、鉄分f12

が少々入る、炭化物粒がごくわずか入る

SiLttS 10YR 4/2灰 黄褐色上
IPl性 なく、しまりはとても強い、微細粒礫が多く入る
SiL+S10YR 4/4褐 色上
粘性なく、しまりとても強い、微細t立礫が多く人る
径lcm大 の礫も点々と入る、ごくわずかに黄色砂岩ttが入る

第18図 SM01

Ｄ
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一

Ｃ
一

Ｃ
一

SL 10YR 2/2黒 褐色土
LS 10YR 3/2熱 掲色二11

2m

SiL+Sの 混在+径 1～ 3cm大の礫 10YR 4/2灰黄掲色土
粘性なく、しまり有るが、礫が多いためボロボロ、礫層的

-41-
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SiL+S(混在)10YR 4/2灰黄掲色Jl

粘性なし、しまり強い、細粒石が多く人る

鉄分、マンガン斑紋が多い

黄色砂岩粒が点々と入る

SiL+S(混在)5Y3/1オ リープ黒

粘性なく、しまり強い、細粒石が多く人る、鉄分、マンガン斑紋や鉄分粒が非常に多

く人る

黄色砂岩粒が点々と入る

SiL+S(混在)10YR 4/1掲 灰色土

粘性なし、しまり強い、小礫が入る、炭化物粒が点々と入る、鉄分、マンガン斑紋も多

く入る

SiL+S(混在)5Y4/1灰 色土

粘性はなく、しまりは強い、細粒石や小礫が多く人る、黄色砂岩粒も他層よりは多い、

鉄分、マンガン斑紋粒や小プロックは非常に多い
パウダー状 SiL 2 5Y 6/3にぶい黄色上

粘性あり、しまりは柔らかい、粘上状である

鉄分粒、小プロックが非常に多く人る

第 19図 SM02

0          2m

SiL+S(混在)10YR 4/1褐灰色土
粘性な く、しまり強い、飲分粒、斑紋が非常に多 く、黄色砂岩粒が多 く人る

小礫を多 く合む、炭化物粒が、ごくわずか入る

SiL tt S(混在)10YR 4/1褐灰色土～3/1黒褐色土

粘性なく、しまり強い、鉄分粒、斑紋が入る

責色砂岩粒が多く入る、小礫を多く合む

SiL+S(混在)10YR 4/1褐灰色土

粘性なく、しまり強い、鉄分粒、斑紋が入るが、1、 2層にくらべずっと少ない、小礫

を多く含む、炭化物粒がごくごくわずかに入る、黄色砂岩粒がわずかに入る

SiL+S(混在)10YR 3/1黒褐色上

粘性なく、しまり強い、鉄分粒が入るが、 1、 2、 3層にくらべ少ない、小礫が入るが

1、 2、 3層 にくらべずっと少ない、黄色砂岩粒がわずかに入る

2.

3

-42-
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黒1掲色上 (10YR 3/2SL)
10～ 200mmの石混入
暗褐色土 (10YR 3/3 SL)
にぶい黄褐色Jl(loYR 4/3 LS)
灰黄褐色上 (10YR 4/2S)
10～ 30mmの 石混入
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l 暗灰黄色土 (25Y4/2 LS)1～ 3cmの 小石が混じる
2.晴灰黄色Jl(25Y4/2 LS)に 黒褐色土 (10YR 3/2 SL)力 く混じる
3 黒掲色上 (10YR 3/2 SL)
4.オ リープ掲色土 (25Y4/3 SL)

A37500

lm
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用地外

鋼

1.黒褐色土 (10YR 3/2SL)
2 暗褐色土 〈10YR 3/3SL)
3 にぶい黄褐色上 (10YR 4/3 SL)に 暗褐色土 (10YR 3/3 SL)が 混じる
4.黒 掲色上 (10YR 2/2 LS)
5.黒掲色土 (10YR 2/2 LS)に 灰黄褐色土 (10YR 4/2S)が混じる
6 灰黄褐色土 (10YR 4/2S)に 黒褐色土 (10YR 2/2 LS)が 混じる
7 黒褐色土 (10YR 3/2 LS)
8.にぶい黄褐色土 (10YR 4/3S)
9.灰黄褐色土 (10YR 4/2S)
10.にぶい黄掲色土 (10YR 5/3S)砂粒荒く石が入る基盤
11.に ぶい黄褐色上 (10YR 4/3 LS)
12.に ぶい黄褐色土 (10YR 4/3 SL)

0        3m

第 21図  SDO

-44-



Aszs.oo Ａ
一

1 灰黄褐色土 (10YR 4/2 LS)鉄 分が沈澱する
2 灰黄掲色土 (10YR 4/2 LS)

3.掲灰色土 (10YR 4/1S)1～ 10Cmの 石が多」1に 混じる
4.灰黄褐色土 (10YR 4/2S)5～ 20cmの 石が多11に混じる
5.11褐色土 (10YR 3/2 LS)5～ 20cmの 石が多量に混じる

第22図  SD02

-45-



1.黒褐色土 (10YR 3/2 SL)鉄 分が沈澱する

2.黒褐色土 (10YR 3/2SL)
3 黒褐色土 (10YR 3/1 SL)
4 黒掲色土 (10YR 3/2 LS)
5.灰黄褐色土 (10YR 4/2 LS)
6 砂礫
7 暗褐色土 (10YR 3/4 SL)

Ｃ
一

Ｃ
一

Ｄ
一Ｄ

一

l SiL tt S(混 在)25Y3/2黒褐色土 粘性少々あり、しまり有る

炭化物粒や焼土粘、黄色砂岩粒が点々と入る、全体に細粒石や小礫が非常に

多く入る、マンガン斑紋
2 SiLttS(混 在)25Y3/1黒 褐色土 粘性あり、しまり少々柔らかめ、全体に

細粒石が多く入るが、1層 よりは少ない、点々と黄色砂岩粒や、こぶし人の

礫が入る

3.S(少 S々iLが混在か)25Y2/1黒色土 粘性なく、しまりは柔らかい

径5cm前後の礫が全体にびっしり入る、黄色砂岩粒も点々と人る
4.S+(わ ずかにSiL)10YR 4/3に ぶい黄掲色土+10YR 4/1褐 灰色土 (混

在)粘性なく、しまりは柔らかい、全体に径5cm大の礫が多く入る
5.S+(わ ずかにSiL)10YR 4/1褐灰色上+4/2灰黄褐色土 (混 在)

粘性なく、しまりは柔らかめ、9～ 9′ 土が大プロック状に点々と入る
6.SiL+S10YR 4/2灰黄褐色土 粘性あり、しまりは柔らかい

細粒石が混在するが、1層や2層 よりは少ない、わずかに黄色砂岩粒が入る、
底や壁ぎわに少 9々～ 9′ 上が混在

7.S+(わ ずかにSiL)5層上に径3～5cm大の礫がびっしりと入る
8.S 9～ 9′ (=壁 や底)上 に径3～ 7cm大の礫がびっしりと入る
9～ 9′  S10YR 5/8黄 褐色土 粘性なく、しまりは柔らかい
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SD 08
SiL+S10YR 3/1黒 褐色土

粘性わずかに有り、しまりはとても強い

微細礫が非常に多く入る         1.
明黄褐色砂プロックが点々と入る     2
SiLttS 10YR 4/3に ぶい黄褐色土

粘性わずかに有り、しまりは有る、1層 より
はかなり柔らかい、微細礫が少々入る
SiLttS 10YR 4/3に ぶい黄褐色土

粘性わずかに有 り、しまりは有 る、1層 より

はか な り柔 らか い、微細礫 が少 々入 り、又

5cm大以上の礫が点々と入る

餞魔王塚古墳

37500

SD 06
黒褐色土 (10YR 3/2 LS)

暗褐色Jl(10YR 3/3 LS)

久保田1号古墳

周溝

37580

SD 19

1.黒褐色土 (10YR 3/2SL)
2.暗褐色上 (10YR 3/4 SL)

3.暗褐色土 (10YR 3/4 LS)
4 にぶい黄褐色土 (10YR 4/3 LS)
5 暗褐色土 (10YR 3/3 LS)

Aszs.ao A

-=-
B′

SD 17
‖l褐色土 (10YR 3/2SL)に、にぶい黄褐色上 (10YR 4/3 LS)が 混じる

灰黄褐色上 (10YR 4/2 LS)

餃魔王塚古墳

周溝 ④

37450

1

-ン

SD ll

37500

0         2m

SD 04
1 ,11掲色上 (10YR 2/2 SL)
2.黒褐色土 (10YR 3/2 SL)
3.にぶい責褐色土 (10YR 4/3 SL)

4.晴褐色Jl(10YR 3/3 SL)
5 黒褐色上 (10YR 3/2 SL)に にぶい黄褐色[L(10YR 4/3 SL)が 混じる

6.111褐 色Jl(10YR 3/2 LS)

|>

Ｂ
一 ⑪

06～ 08

-47-

SD07

餃魔王塚古墳周溝

SD 18

第24図 SD04 11017～ 19



久保田 1号古墳周溝

SD 21

久保田 1号古墳周溝

B′B

,{qzapo

SD 20
S+礫 (径 1～ 10cm大 )5Y4/1灰 色上

粘性はなく、しまりはポロポロザクザク

鉄分を含む (し ばらくすると酸化して黄色、茶色となる)

2m

第 25図  SD20

SD 24・ 25

24・ 25

Aszs.oo

21

SD 20

久保IH l号古墳周溝

S(細 かい)少 々SiL 10Y 2/111し L

Wi性 はな く、しまりは強い

S(細 かい)10Y3/1オ リープ111色「
I「l性 はなく、しまりはポロポロ

久保IH l号 占墳周溝
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37480

SK 01
1 黒褐色土 (10YR 2/2 SL)
2 暗掲色土 (10YR 3/4 LS)

37430

1

SK 04
1 暗褐色土 (10YR 3/3)

37500

SK 02
1 黒褐色二11(10YR 2/2 SL)

0         1m

(10YR 4/3 SL)力 〈混じる

第 27図  SK01～ 0

37480

SK 03
11褐色二11(10YR 2/2 LS)

灰黄褐色上 (10YR 4/2 LS)

37470

SK 05
1 巣l掲色土 (loYR 3/2 SL)

37500

黒褐色■ (10YR 3/2 SL)

黒褐色上 (10YR 3/2 SL)に 、にぶい黄掲色土 (10YR 4/3 SL)が混じる

SK 06
1 黒褐色上 (10YR 3/2 SL)
2 黒褐色上 (10YR 3/2 SL)に 、にぶい黄褐色1[

Ｌ

２
．
　

　

７

SK 07
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37470

SK 08
1 熱褐色上 〈10YR 3/2 LS)

暗褐色土 (10YR 3/4 LS)
2.暗 褐色上 (10YR 3/4 LS)

SK ll

が混 じる

375.70

SK 09

37480

2    2

SK 12
jユ1色土 (10YR 2/1 SiCL)粘 性弱く、しまり有り
炭のlri、 骨片まばらに混入

晴褐色土 (10YR 3/3 SiC)粘 性強く、しまり有り

炭、骨片少Jl混 入

37480

久保田 1号古墳周溝

374.7o

1

SK 10

鰐 熟窮鞣 、、i
SiL+少 S々 loYR 3/1黒 ls色土
1層類似

花肥 えI`(I省子
ロツクや炭

37480

1

SK 13
黒色土 (10YR 2/1 SiCL)粘 セL弱 く、しまり有り  1.11色 土 (10YR 2/1SiCL)
炭の日、骨片多く混入                 骨片混入
晴褐色土 (10YR 3/3 SiC)粘 ヤL強 く、しまり有り
骨片まばらに混入

④
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SK 16
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SK 15
11ii褐 色土 (10YR 3/3 LS)に 灰責褐色Jl(10YR 4/2 SL)力

`混
じる

:Al褐色11く 10YR 3/2 LS)に 、にぶい黄褐色二L(10YR 4/3 LS)が混
にぶい黄出色■ (10YR 4/3 SL)に、■1褐色上 (10YR 3/2 LS)が混
暗褐色■ (10YR 3/3 SCL)
にぶい黄褐色上 (10YR 4/3 SL)
暗出色Jl(10YR 3/3 SL)
‖ヽ褐色上 (10YR 3/2 SiL)

黒出色土 (10YR 2/2 SiL)
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37440
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図版 2
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図版 3

SB04

SBO

′′



SB05

SB06



図版 5
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図版 6
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図版 9

SB10 遺物分布

SBll
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図版 11

SB12 竃址
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図版 13
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SB18 遺物分布

SB18 竃址



図版 15
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図版 17
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図版 18
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図版22
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図版23
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図版31
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-105-



図版 32
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図版35
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